
令和６年度 第２四半期の調査結果概要  函南町商工会 

 令和６年７月～９月期    回答 ３３社 

【前年同期と比較した売上・資金繰り・利益見込み】 

・売上は減少した割合が６４％で最も高く、増加はわずか６％ 

・資金繰り「不変」、利益見込み「横ばい」が最も多いが、前回調査より好転の割合が減り悪化傾向 

・物価高騰の影響で利益見込みの減少を回答した割合が１４％増えた。 

【今の資金繰り状況】 

売上減少の影響で資金繰りが厳しい、すでに借入したの割合が増えている。 

https://app.powerbi.com/groups/me/reports/7d153511-c150-44ab-806e-1ea2090392c7/?pbi_source=PowerPoint


【自社の経営課題】 

・解決したい自社の経営課題の上位は「原油高騰などの物価上昇に伴う販売価格の見直し」、「新商品、

サービスの開発」「売上不振」である。 

 

「最低賃金引上げによる影響」 

・製造業のすべての事業者がマイナス影響を回答 

・利益圧迫以外のパート従業員の勤務、雇用面においても影響があり、従業員 21 人以上の事業者で

「特に影響がない」という回答は０で賃上げの影響が大きい結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利益 DI について町内の事業所において、製造業以外はすべてマイナス水準であり、製造業を含めた

すべての業種において前回調査時より値が悪化した。 

 

 


